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 「上にあるものを求める」ために、何をすべきか？ 
Ⅰ. ｢こういうわけで、もしあなたがたがキリストと共に復活させられたのな
ら、上にあるものを求めなさい．そこにはキリストがいて、神の右に座して
おられます｣: 

Ⅱ. 上にあるものを求め、自分の思いを上にあるものに置く 
ために、私たちは私たちの霊に戻り、魂を霊から切り離すこ
とを経験する必要があります: 

Ａ. 昇天において、キリストは神の右に座している方です: 
1. 神の右は、宇宙における第一で最高の場所です。神は昇天したキリストをそこに置いて、

全宇宙における首位と最高の尊貴をキリストに与えました。 

Ａ. 私たちは霊の中にいる時はじめて、天におり、上にあるもの
を思います。私たちは霊の外側にいるとき、地的になり、地に
あるものを思います: 
1. 上にあるものを求める道は、私たちの霊に戻って主の御名を呼び求める

ことです。 
2. 私たちは霊に戻ることによって、天に引き上げられます。天の神の御座

から私たちの霊の中への伝達のゆえに、私たちはこの地上でキリストを
経験し享受するとき、同時に天にいます。私たちは霊の中でキリストと
一つの地位を持ち、上にあるものを求めています。 

Ｂ. 神は私たちを死の地位から救っただけではありません。彼はまた私たちをキ
リストと共に、宇宙における最高の場所に座らせました: 
1. 神はキリストの中で、私たちをみな、一度で永遠に、天上で座らせました。 
2. この事は、キリストが天に昇天したとき達成されました。 
3. 今日私たちはこの実際を私たちの霊の中で、達成された事実を、①信じることを通して、

②認識し、③経験します。 

Ｃ. 上にあるものとは天にあるものであり、地にあるものと相対します: 
1. 上にあるものは、昇天したキリスト、また彼と関係があるすべてのものを含みます。 
2. 地にあるものは、文化、宗教、哲学、振る舞いの改善を含みます。 

Ｂ. 私たちは魂を霊から切り離すことを経験する必要があります: 
1. 魂と霊が切り離されることができるのは、それらが二つの実体であり、

二種類の実質であるからです(魂と霊の間には大きな違いがあります)。 
2. 私たちの霊がどれほど私たちの魂の内側に隠されていても、両者はなお

も二つの異なる器官です。ですから、私たちは私たちの魂を霊から切り
離すことを経験する必要があります。 

3. 霊は、魂の中に隠されているので、魂から切り離される必要があります。
それは、｢どんなもろ刃の剣よりも鋭い｣、神の生きていて効力がある言
葉によってです。 

4. 魂の人と、魂そのものは、霊の事柄を理解したり受け入れたりすること
はできません。霊の人は霊の事柄を識別し、そして霊の事柄を受け入れ
ることと上にあるものを経験することを喜びます。 

5. 霊によって、私たちは霊の事柄を理解し識別します。また霊の中で、私
たちは霊の事柄を持つことを願います。 

Ｄ. 私たちは上にあるものを求めるために、これらのものがある所にいなけれ
ばなりません。私たちは昇天におけるキリストと一つの地位を持っているの
で、上にあるものを求めることができます。 
Ｅ. 新約によれば、上にあるものはキリストの昇天、御座に着くこと、彼がか
しら、主、キリストとされることを含みます: 
1. 神はイエスを彼の昇天において主またキリストとされたと言います。彼は万民の主とされ、

万物を所有しました。彼はキリスト、神の油塗られた方とされて、神の使命を完成します。 
2. キリストは昇天において、召会に対して万物の上のかしらとされました。「召会に」は一

種の伝達を暗示します。この伝達の中で、召会はキリストと彼のすべての到達したものを
分かち合います。 

3. 四重の力の伝達は、①死人の中からの復活、②彼が超越の中で座らせられたこと、③万物
を彼の足の下に服従させること、④万物の上の頭首権です。 

4. 彼は幕の内側の栄光への道を切り開いた開拓者であり、また先駆者です。彼は大祭司、
また真の幕屋の奉仕者です。彼は御座に着いた方として、神の永遠のエコノミーにした
がった神の行政の中心です。 

5. 私たちは自分の思いを、上にあるものに置くべきです。上にあるものを求めることは、
天の務めにおけるキリストの活動に応答し、それを反映することです。 

結果:造り変えられ,キリストのパートナー,新契約の奉仕者になる 
Ｃ. 私たちは自分の魂を霊から切り離すことを経験することによっ
て、また私たちの霊を訓練することによって、上にあるものを求
め、上にあるものを思うことができます。そのとき、キリストの
天の務めの豊富が私たちの中へと伝達され、私たちは造り変えら
れ、キリストで構成されます。 
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